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堺と、自転車について





堺でつくられた自転車の�EQ \* jc2 \* "Font:HGP創英角ｺﾞｼｯｸUB" \* hps16 \o\ad(\s\up 25(ぶひん),部品)�が、


世界中の自転車に使われています。





資料集「自転車産業にふれよう」
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堺の自転車の何がすごいの？








先生むけガイド








【このテーマの指導ポイント】


◆日本に自転車が定着するのに、『堺』が果たした役割を知ること。


また、その堺の自転車や自転車部品が世界基準として流通し、絶賛されている事実にふれる。





→堺の伝統産業を再確認。


→自転車産業の飛躍には、鉄砲鍛冶という伝統産業と密接なかかわりがあったことを知る


→自転車産業の世界的な評価を学ぶ


→自転車博物館、自転車会館、堺市立博物館などの見学を通じて確認する　　など





【このテーマの指導ポイント】


明治時代後半、輸入車の修理に鍛冶屋さんの技術が重宝される。昔から刀や刃物の鍛冶職人が多く住んでいた『堺』は、江戸時代にはその技術を生かして鉄砲鍛冶で栄えたが、さらにその鍛冶の技術が明治時代には“自転車修理”に生かされることになる。





第一次世界大戦　輸入が途絶え国産自転車の需要が伸び、日本の自転車の生産体制が確立される。この頃、『堺』で国産自転車の生産が始まり、着々と自転車生産の実績をあげる。





現在　　『堺』は日本一の自転車のまちとなって、日本の自転車産業を支えている。





◆興味をひくエピソード例


・初期の国産自転車は、銃をつくるための機械を使って作られていた。長くて丈夫な銃身をつくる技術が自転車フレームに生かされた。





◆関連資料


・「自転車は日本にいつやってきた？」


・「どのくらいの自転車を堺で作っているの？」


・「自転車と部品の輸出」





■参考リンク集■


※インターネットに接続できる環境が必要です。


・� HYPERLINK "http://www.h4.dion.ne.jp/~bikemuse/" ��自転車博物館サイクルセンター�


・� HYPERLINK "http://www.sakai-tcb.or.jp/magazine/jitensha.html" ��堺観光コンベンション協会�


・� HYPERLINK "http://cycle.shimano.co.jp/publish/content/cycle/sic/jp/ja.html;jsessionid=8eb1702a-dc41-6549-8928-7899d43172de" ��SHIMANO�








■参考書籍■


「世界が見えてくる身近なもののはじまり３　自転車」（鳥山新一著　PHP研究所刊）


「身近な科学1 自転車」（（財）日本自転車普及協会）


「サイクルアクセスブック」（財団法人日本自転車普及協会自転車文化センター発行）











自転車博物館で、堺の自転車づくりの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐゴシック" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ひみつ),秘密)�について調べてみよう！





堺の自転車づくりの�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ぎじゅつ),技術)�は世界のトップレベルで、その�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps10 \o\ad(\s\up 13(ひんしつ),品質)�のよさから、世界中で使われています。オリンピックの自転車�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(きょうぎ),競技)�では、ほとんどの選手が堺の自転車�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぶひん),部品)�を使っているのです。


世界中のどの国でも、自転車のなかで�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(せいのう),性能)�がよいと呼ばれる自転車には、堺で考えられた自転車�EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ Ｐ明朝" \* hps16 \o\ad(\s\up 15(ぶひん),部品)�がついています。どうして堺では、そんな自転車を作りはじめたのでしょうか?堺と自転車にはどのような秘密があるのでしょうか？











資料集「自転車産業にふれよう」


















































